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学生交流に関する学部間協定締結について
本学国際文化交流学部とタイ・アサンプション大学人文学部との
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新協定校紹介

　本学国際文化交流学部はこの度、タイの私立大学、タイ・アサンプション
大学人文学部と学生交換を含む交流協定を締結いたしました。
　この協定は、学生の教育面での充実・発展を図ることを目的とし、協定書
は英文を正文として、学術協力協定は2022年7月29日、学生交換覚書は
2022年10月12日付で発効いたしました。
　同大学はタイ、バンコク市およびその近郊にある私立大学で、授業が英語
で行われていることから、非英語圏ながら留学しやすい環境が整っています
ので、是非、英語力を磨いて留学に挑戦してみましょう。

協定留学生が受講している日本語の授業で、会話の練習

などのお手伝いをしてくださる方を学期ごとに募集してい

ます。毎週決まった時間に参加していただくので、交流できる

機会も多いです。授業はすべて日本語で行うので、語学力

は問いません。

（ボランティアなので、単位は付与されません）
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募集のお知らせはG-Portに掲載します。
詳細についてはG-Portで

お知らせしますので、ご確認ください！

■協定留学説明会：4月19日（水）

■IELTS説明会：4月24日(月)・25日(火）

■TOEFL説明会：4月27日(木)

■留学経験者との座談会：5月上旬(予定)

■TOEFL ITP学内受験：5月11日（木）(予定）
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11 創   立：1969年
（アサンプション商業カレッジとして創立）
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22 所在地：タイ、バンコク市
およびサムットプラカーン県
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33 学生数：約 20,000 名学生数：約 20,000 名

44 学　部：10学部学　部：10学部



　9月29日（木）、新しく来日した協定留学生のWelcome 
Partyを開催しました。留学生と日本人学生合わせて約40名
が参加しました。今学期は、韓国、台湾、カナダ、イギリス、
ドイツ、チェコ、エストニア、イタリアの8か国から16名の協定
留学生が来日して賑やかな歓迎会になりました。秋学期の
スタートにたくさんの留学生と交流を深めました。

春学期の開催スケジュールはG-Portで
お知らせしますので、ぜひご参加ください！

Memories

2022年10月26日（水）【ドイツ】

ビーロー｠ヴィラーグ さん
レームス ヨハナ ウリーケ さん
ロセ アンゲリカ さん

留学生の話を聞こう！

ドイツ・ミュンヘン大学

2022年11月30日（水）【韓国・チェコ】

任　振我 さん

韓国・誠信女子大学

2022年12月14日（水）【台湾・エストニア】

曾　妮 さん

台湾・国立高雄大学

ジュウラマ　ロニャ さん
コンベ　マイリース さん

エストニア・タリン大学
ブイ　ジェシカ さん

チェコ・パラツキー大学

2022年11月16日(水)【台湾・イタリア】

張　珮蓁 さん
梁　紜瑄 さん

台湾・静宜大学

サルティ　サラ さん
マニャート　アンナ さん

イタリア・ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学

本学で学ぶ協定留学生に、自分の母国や通っている大学を紹介していただく会を定期的に開催
しています。母国の歴史や食べ物などの文化、観光名所、普段の大学生活の様子など毎回、興味
深い話を聞くことができます。留学に興味を持つきっかけとなる学生や留学生が日本語で発表
する姿を見て語学勉強のモチベーションになる学生もいます。

2022年9月29日（
thu）

Welcome PartyWelcome Party

2023年1月
18日（wed）

　1月18日（水）、Farewell partyを開催しました。今学期で
留学期間を終える協定留学生、私費留学生、日本人学生、教職
員あわせて約40名が参加しました。留学生サポーターの学生
が中心となってゲームの企画や当日の準備・進行などを進めま
した。初めに大桃学長から帰国する協定留学生へ協定留学生
修了証書が授与され、記念品が贈呈されました。その後、協定
留学生・私費留学生の皆さんがひとりずつ挨拶をして日本での
思い出を語ってくれました。人狼ゲームでは、留学生と日本人
学生が一緒に相談・推理をする中で自然と会話が弾み交流が
さらに深まりました。また、お土産にお餅の入ったおしるこを持ち
帰ってもらい日本のお正月の雰囲気を楽しんでもらいました。
帰国後も学女での経験を忘れずに、留学生のみなさんが母国と
日本の懸け橋となることを願っています。

Farewell Party



　一般社団法人尚友倶楽部助成金事業として、「学習院女子大学長杯　留学生日本
語スピーチコンテスト」を開催しました。このコンテストは今年で4回目となりますが、
COVID-19の影響で、観覧者を会場にお招きしての開催は第1回以来となりました。
　8ヵ国14名の留学生（本学私費留学生2名、本学協定留学生4名、学習院大学生
1名、日本語学校生7名）が出場し、3つの中から各自が選んだテーマに沿ってスピーチ
を行いました。今回は、「思い出に残っている料理・味」についてのスピーチが大半を
占めましたが、その料理・味にまつわる親しい人との思い出を出場者が語った際には、
思わずホロリときた観覧者も少なくなかったようです。
　また、コンテストの審査時間を利用して、課外活動団体のきもの文化部による振袖
着付・帯結び披露が行われ、来場者は一緒に写真撮影するなど、和やかな時間を過
ごしました。

　学習院大学卒業生よりご招待を賜り、両国国技館で行われた「琴奨菊引
退秀ノ山襲名披露大相撲」を観覧しました。十両、幕内の土俵入り、取組を
はじめ、相撲甚句や初切など迫力のある相撲観戦を楽しみました。また、厳か
な雰囲気の断髪式を見ることもでき、非常に貴重な体験となりました。琴奨菊引退

秀ノ山襲名披露
大相撲
10/1(SAT)

霞会館教育助成金事業による留学生行事 2022

　静岡県伊豆の国市のお茶を製造をしている蔵屋鳴沢で、お茶摘み体験をしました。伝統的なお茶摘み娘の
衣装に着替えてお茶の摘み方を学びました。お茶畑からは韮山反射炉や、天候に恵まれれば美しい富士山を
眺めることができます。昼食では初めて食べる茶葉の天ぷらに留学生の会話も弾んでいる様子でした。そ
の後、世界文化遺産に登録された韮山反射炉を見学しました。留学生のみなさんは、ボランティアガイドの
説明に熱心に耳を傾けていました。日本の歴史や文化、自然景観を肌で感じることができ、有意義な旅行とな
りました。

静岡バス旅行
10/29（SAT）

留学生日本語
スピーチコンテスト一般社団法人
尚友倶楽部助

成金事業

12/10
SAT

　1月21日（土）に「初春歌舞伎公演」へ留学生9名が参加しました。劇場の
建て替えに伴い、初代国立劇場では最後の初春歌舞伎公演となる「遠山
桜天保日記」を鑑賞しました。滑稽な場面に思わず吹き出す学生も多
く、桜吹雪の名裁きや初春らしい華やかな歌舞伎を楽しみました。

学習院女子
大学長杯

日本で歌舞伎を見ることができたことは、間違いなく私の最高の経験の一つです。男性俳優による女性の役は、説得力があり驚き
ました。遠くからでは男性だと全くわかりませんでした。また、スタッフの方の舞台の景色を変える早さにも驚きました。最初はセリフ
を理解するのがとても難しかったのですが、徐々に慣れてきました。とても楽しかったし、参加できて本当に感謝しています。

参加者
の
感想

協定留学生  チェコ  パラツキー大学　ブイ ジェシカ

初春歌舞伎公演
1/21（SAT）
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訪問レポート
ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学（イタリア/ヴェネツィア）
　本学とヴェネツィア・カ・フォスカリ大学アジア・北アフリカ研究学科は2021年秋に協定を締結しまし
たが、コロナの影響で寮などを実際に確認することが叶わず、学生を派遣できる状況が整っていな
かったため、2023年度秋学期からの派遣を可能とするべく、2022年10月下旬に同大学を訪問して
きました。

　アジア・北アフリカ研究学科が入るのは、運河に面した15世紀に建築された建物で、その入口に面
した運河沿いの小径は、満潮時には水中に沈むため、長靴が必須とのこと‼学生寮のひとつを訪問
しましたが、本学のキャンパスよりも広い敷地に、ジムやカフェテリア、スタディルーム等が併設された
すばらしい住環境でした。
　同大学では数多くの科目が英語で開講されているため、英語で留学が可能です。是非、留学の夢を
実現させませんか。その際は長靴をお忘れなく……！

カリフォルニア大学デービス校（米国 /デービス）
アクセス：サンフランシスコ国際空港から２～３時間、サクラメント国際空港からバスで１時間１０分

　２０２２年秋学期、グローバルスタディプログラム(GSP)※に、本学から初めて英語コミュニケーション
学科３年大里美恵さんが参加しました。訪問した際は、プレゼンテーションの授業で使っている教室や
図書館等、キャンパス内を案内していただきました。また、普段の授業の様子や日本語チューターの経験で
感じたことを伺い、充実した留学生活を送っている印象を受けました。

　構内は自然豊かで広く、自転車で移動している学生が多く見受けられました。近くには飲食店も多く
あり、生活には困らない環境です。

※学部で開講されている１００以上の授業の中から、興味がある授業を現地の学生と一緒に受講出来るプログラム。
　「The Design of Coffee」というコーヒーの焙煎・抽出方法を題材に、問題へのアプローチや解決方法を考えるユニークな授業もあります。

▲アジア・北アフリカ研究学科
　エントランスホール

アジア・北アフリカ
　研究学科教員と▶◀ヴェネツィア市内

▲図書館前にあるegghead ▲メモリアルユニオン内にある
　ボーリングレーン

留学報
告

-派遣-

Q.感想

A. SNSやNetflix、単語帳、どのような形であれ英語に触れる事が大切だと考え、継続できる形で
英語を生活に取り込みました。

A. ボランティアやアルバイト、日本学科の学生との交流会など様 な々挑戦の機会と人に恵まれ、旅行
も積極的にしています。分からない言語、来ない電車、全く異なる価値観を持つ人 と々の出会い…
些細な事からカルチャーショックと呼べる事を通じて、世界の多様さを感じる度に自分ではどうにも
出来ない事が沢山あると知り、良い意味で諦める力と柔軟性が向上したと思います。

A. 英語圏ではないドイツに留学をしたことで、改めて英語が世界の共通言語であるという実感と確信、
そして習得したいというモチベーションが高まりました。

松山　結生  -日本文化学科-
　ドイツ  　 ミュンヘン大学  ♦2022年4月～2023年3月

Q.留学前に準備したこと

A. 高校時代アメリカへ短期留学をした際に語学力と留学期間が不十分だと感じ、大学では1年間
留学をする！と決心しました。ミュンヘンを選んだ大きな理由は、ヨーロッパの中心に位置し、
他国へのアクセスが良く国際性豊かな地である事と、ミュンヘン大学は日本学科を有する
ため、外国で日本を学問として学ぶことの意義を理解できると考えた事です。

Q.留学のきっかけ／留学先を選んだ理由

清宮  珠希  -英語コミュニケーション学科-
　アメリカ  　 ミズウリ南部州立大学  ♦2022年4月～2023年3月

Q.どのような留学生活を送ったか／留学して変わったこと

Q.感想

A. とにかく英語力を上げることです。現地の人とより深く関わるため、より良いスタートを効率よく切るため、
英語の勉強をし続けていました。

A. 多忙で充実した留学生活を送っていました。ただ留学生として日々 を送るだけではなく、部活や大学の現地プログラム
に参加することによって充実感と達成感に満ちた日 を々送ることができました。元々、新しい環境に飛び込むことが
好きでしたが、異国の地でチャレンジするのは、思うようにいかないことも多くありました。しかし、諦めず挑戦し
続けたことにより、対応力と積極性がさらに身についたと思います。

A. この留学は私を大きく成長させました。世界中の様 な々価値観を持つ人 と々関わったことにより、他文化を理解し、
今まで興味のなかったことにも興味を持ち、自分自身が多様性のある人間になれたと思います。

A. 小さい頃から海外のテレビ番組などの影響を受け、常に外国への憧れを持っていました。そして小学校
4、５年の頃からいつか留学をしたいとずっと思っていました。アメリカを選んだ理由は、様 な々人種が入り
混じり、多くの文化が存在する場所で英語を通し、異文化について肌で感じたいと思ったからです。

Q.留学前に準備したこと

Q.留学のきっかけ／留学先を選んだ理由

Q.どのような留学生活を送ったか／留学して変わったこと



2022年12月1日現在 ※「留学」の在留資格を持つ者

国籍

学部

大学院

協定生

委託生・研究生など

国籍別総数

合計

■ 学習院女子大学留学生数（国籍別） International Enrollment

■ 留学制度について
本学在学中に留学するには、以下の4つの方法があります。  
① ：学内選考を経て、協定大学に留学すること。
② ダブルディグリー留学：海外の大学に留学、それぞれの大学で修得した単位の一部を両大学が相互に単位認定することで、両大学の学位を取得すること。
③ ：学士の学位授与権のある大学または当該大学に直結する附置機関に事前に本学の許可を受けた上で留学すること。

（留学先は自分自身で選択。プログラムの内容によっては留学と認められない場合もあります。）
④ ：本学を休学して、海外の語学学校・専門学校などへの留学すること。（夏休みなどの長期休暇を利用して留学する場合には休学する必要はありません。）

区　分 留学期間 学　費 備　考単位認定

その他の留学 1学期～学則に定める休学可能期間内 休学扱い、4年間での卒業不可在籍料相当額納入・留学先学費自費認定不可

協定留学 原則2学期間（１年）
※本学および協定校が許可すれば１学期間（半年）も可 4年間で卒業可能本学学費全額納入・協定校学費免除 または

在籍料相当額納入・協定校学費自費認定可

ダブルディグリー
留学

①2年次秋学期から留学する場合 原則５学期間（２年半）
②3年次秋学期から留学する場合 原則４学期間（２年） 最短5年間で卒業認定可

私費留学 原則２学期間（１年）
※本学および留学先大学が許可すれば１学期間（半年）も可 4年間で卒業可能在籍料相当額納入・留学先学費自費

在籍料相当額納入・留学先学費自費

認定可

韓国

9

0

1

0

10

台湾

1

0

4

0

5

香港

2

0

0

0

2

カナダ

0

0

1

0

1

中国

22

2

0

0

24

ポーランド

0

0

1

0

1

エストニア

0

0

2

0

2

ベトナム

2

0

0

0

2

マレーシア

2

0

0

0

2

イギリス

0

0

1

0

1

ラオス

0

0

0

0

0

合計

38

2

17

0

57

ドイツ

0

0

2

0

2

チェコ

0

0

1

0

1

ハンガリー

0

0

1

0

1

イタリア

0

0

3

0

3

ギリシャ

0

0

0

0

0

留学報
告

-受入-

オジェムスカ  アレクサンドラ  マリア
　ポーランド  　 ワルシャワ大学  ♦2022年4月～2023年3月

A. 来日してから様々 な新しい経験ができて、この一年間は素敵な思い出溢れています。大学で友達と過ごし
た休憩、旅行や出かけ、興味深い授業の時間、全部かけがえのない思いになりました。今思いに
浮かぶのは最近の友達との箱根への旅行です。温泉でゆっくり過ごせた時間とロープウェイ
から見えた富士山の姿を一生忘れません。

Q.日本に来てからの思い出

劉  佳昀
　台湾  　 国立高雄大学  ♦2022年4月～2023年3月

A. ワルシャワに育ち生まれ私は、ワルシャワでの好きなところが多いです。
しかし特に好きなところは自然です。ワルシャワはポーランドの首都なのに、
公園が多くて、街に疲れた時は散歩に行ってや本を読んで時間を過ごせ
る公園が多いです。入場は無料で、開園時間が長いので良く公園で時間
を過ごしました。

Q.自分の国や大学の良いところ

A. 台湾のいいところは便利だと思います。日本と同じくコンビニがいっぱいあって、一部の
町で地下鉄もあります。そして、タピオカミルクティーとかの飲み物を売っている店も数
多くて安いです。
私の大学のいいところは緑が多くて海にも近いことだと思います。地下鉄で都心に行っ
たら半時間くらいかかって遠くないと思います。台湾に留学したい方は是非参考にして
みてください。

Q.自分の国や大学の良いところ

A. 私が一番印象に残ったのは来たばかりのとき、買い物に行って店員さんの話を聞き取れなかったということです。
台湾で三年間日本語を勉強したのに、日常的な会話さえできなくて自分を疑いました。しかし時間が経つと、日本
語を母語としての人の話スピードを慣れて日常会話はほぼ聞き取れます。これは日本に留学したおかげで、自分の
不足を認識できたからだと思います。

Q.日本に来てからの思い出

協 定 留 学

私 費 留 学

そ の 他 の 留 学



㉔

⑱

④

⑤

⑬

⑪

⑫

㉑

⑳

⑲

㉒

㉓
カ ナ ダ

TOEFL iBT　90点以上　または TOEFL PBT(ITP)　570点以上　
または IELTS　6.5（Overall）以上　各6.0（L, R, W & S)以上
TOEFL iBT　70点以上
または IELTS　5.5（Overall）以上　各5.5（L, R, W & S)以上

オーストラリア TOEFL iBT    69点以上（W21以上）
または IELTS　6.0以上　各6.0（L, R, W & S)以上

　

イ ギ リ ス①

　

　

ド イ ツ

ゲーテ・インスティトゥート・ドイツ語検定B1レベル以上
または ドイツ語検定試験２級以上

ゲーテ・インスティトゥート・ドイツ語検定B1レベル以上　または ドイツ語検定
試験2級以上　または TOEFL iBT　90点以上　または IELTS　5.5（Overall）以上

フ ラ ン ス ヨーロッパ言語共通参照枠B2レベル

IELTS　6.0（Overall）以上　各5.5（L, R, W & S)以上

②

　

中 国⑩

台 湾

⑮
⑭

TOEFL iBT　50点以上
または IELTS　5.5（Overall）以上　各5.0（L, R, W & S)以上

韓 国

韓国語能力試験（TOPIK）中級以上
または ハングル能力検定試験4級以上

韓国語能力試験（TOPIK）中級以上　または ハングル能力検定試験3級以上
または TOEFL iBT　72点以上 または IELTS　5.5（Overall）以上

ラ オ ス⑯

ア メ リ カ

TOEFL iBT　80点以上　または TOEFL PBT(ITP)　550点以上
または IELTS　6.5（Overall）以上　各6.0（L, R, W & S)以上

TOEFL iBT　61点以上　または TOEFL PBT(ITP)　500点以上　
または IELTS　6.0（Overall）以上　各5.0（L, R, W & S)以上

TOEFL iBT　71点以上
または IELTS　6.0（Overall）以上

ノーザン・ブリティッシュ・コロンビア大学

レスブリッジ大学

ディーキン大学 ※④

リーズ大学

ハンブルク大学

ミュンヘン大学

西部カトリック大学

清華大学

国立高雄大学
静宜大学

実践大学

誠信女子大学

梨花女子大学

ラオス国立大学

カリフォルニア大学デービス校 ※④

ウェストアラバマ大学

ボーリンググリーン州立大学

ミズウリ南部州立大学 TOEFL iBT　50点以上　
または IELTS　5.5（Overall）以上　各5.0（L, R, W & S)以上

プリンスジョージ
(ブリティッシュ・コロンビア州)
レ ス ブ リ ッ ジ
(アルバータ州 )

メ ル ボ ル ン
(ヴィクトリア州 )

⑧ ル ー マ ニ ア TOEFL iBT　72点以上　または IELTS 5.5（Overall）以上ブカレスト大学 ブ カ レ ス ト

リーズ ( ウェスト・ヨークシャー州 )

⑨ エ ス ト ニ ア TOEFL iBT　72点以上　または IELTS 5.5（Overall）以上タリン大学 タ リ ン

⑥ チ ェ コ TOEFL iBT　72点以上　または IELTS 5.5（Overall）以上パラツキー大学 オ ロ モ ウ ツ

ハ ン ブ ル ク
(ハンブルク州 )
ミ ュ ン ヘ ン
(バイエルン州 )

ア ン ジ ェ

⑦ ポ ー ラ ン ド TOEFL iBT　75点以上　または IELTS 5.5（Overall）以上ワルシャワ大学 ワ ル シ ャ ワ

北 京

高 雄
台 中

台 北

ソ ウ ル

ソ ウ ル

ビ エ ン チ ャ ン

デ ー ビ ス
(カリフォルニア州 )

リ ビ ン グ ス ト ン
（アラバマ州）

ボーリンググリーン
(オハイオ州 )

ジ ョ プ リ ン
(ミズウリ州 )

※① 語学力の目安は 2023 年 4月現在のものであり、協定校側から変更通知がある場合がある　　※② L=Listening, R=Reading, W=Writing, S=Speaking
※③ 学部により異なる場合がある　　※④ 私費による派遣のみ

中国語検定試験（HSK）5級以上

中国語検定試験（HSK）3級以上　または 中国語検定試験3級以上

TOEFL iBT　57点以上　または 同等レベルの英語能力

タ イ⑰ タイ・アサンプション大学 サムットプラカーン 新規協定校のため未定。募集時にお知らせします。

中国語検定試験（HSK）3級以上　または 中国語検定試験3級以上

イ タ リ ア IELTS 5.5（Overall）以上　TOEFL iBT　72点以上
または 実用イタリア語検定準2級以上 または PLIDA、CELI、CILS　B2レベル以上③ ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学 ヴ ェ ネ ツ ィ ア

No

　● 開室時間：月～金／ 8:40～16:45　土／ 8:40～12:30 ※変更の場合はG－Port でお知らせします ● 場　所：7号館 1階
● 掲 示 板：7号館 1階屋外掲示板及び、国際交流推進センター事務室窓　● U R L：https://www.gwc.gakushuin.ac.jp/global/
● お問い合わせ：Tel 03－3203－7203　Fax 03－3203－7207　Email gwc-fsc@gakushuin.ac.jp

STUDY ABROAD

留学に関することでしたら、お気軽にご相談ください。国際交流推進センター

■ 学生交換プログラムのある協定大学一覧  （2023年 4月現在）
国 名 語 学 力 の 目 安 ※①、②、③大 学 名 所 在 地

ハンブルク大学

リーズ大学

西部カトリック大学

ミュンヘン大学

パラツキー大学
タリン大学

ワルシャワ大学

ディーキン大学

ブカレスト大学

ラオス国立大学

タイ・アサンプション大学

静宜大学
国立高雄大学
実践大学

誠信女子大学
梨花女子大学

清華大学

学習院女子大学

カリフォルニア大学 デービス校

ウエストアラバマ大学

ミズウリ南部州立大学

ボーリンググリーン州立大学

レスブリッジ大学

ノーザン・ブリティッシュ・コロンビア大学

ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学


